
５５
月月
１１６６
日日
、、
市市
民民
会会
館館
かか
らら
被被
災災
地地
へへ
向向
けけ
てて
、、
市市

民民
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
をを
乗乗
せせ
たた
ババ
スス
がが
出出
発発
しし
まま
しし
たた
。。

被被
災災
地地
でで
はは
、、
今今
なな
おお
、、
全全
国国
かか
らら
たた
くく
ささ
んん
のの
ボボ

ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
がが
集集
まま
りり
、、支支
援援
活活
動動
をを
行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

そそ
のの
片片
隅隅
にに
はは
、、
復復
興興
へへ
のの
希希
望望
をを
後後
押押
しし
すす
るる
かか
のの

よよ
うう
にに
力力
強強
くく「「
たた
んん
ぽぽ
ぽぽ
」」がが
咲咲
きき
誇誇
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

※※
関関
連連
記記
事事
をを
４４
・・
５５
面面
にに
掲掲
載載

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
宮
城
県
石
巻
市
立
大

谷
地
小
学
校
に
児
童
書
や
絵
本

な
ど
約
５
０
０
０
冊
を
贈
る
こ

と
を
決
め
、
野
田
市
長
か
ら
被

災
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
へ
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
５

月
２６
日
、
市
職

員
が
被
災
地
へ

搬
送
し
ま
し

た
。こ

の
支
援

は
、
全
国
規
模

の
研
修
会
に
参

加
し
た
市
教
育

セ
ン
タ
ー
の
塩

尻
文
男
所
長

が
、
帰
り
の
タ

ク
シ
ー
で
相
乗

り
し
た
同
小
学

校
の
杉
山
昭
夫

校
長
と
名
刺
を
交
換
し
た
の
が

き
っ
か
け
。

被
災
か
ら
２
か
月
余
り
た
っ

た
５
月
１７
日
、
塩
尻
所
長
の
も

と
に
杉
山
校
長
か
ら
電
話
が
入

り
「
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か

せ
を
し
て
あ
げ
た
い
が
、
津
波

で
絵
本
な
ど
す
べ
て
が
流
さ
れ

て
し
ま
っ
て
何
も
で
き
な
い
」

と
聞
い
た
こ
と
か
ら
、
塩
尻
所

長
は
読
み
聞
か
せ
用
の
絵
本
１５

冊
を
す
ぐ
に
購
入
し
、
２０
日
に

発
送
し
ま
し
た
。

個
人
で
で
き
る
こ
と
は
こ
れ

く
ら
い
と
思
い
、
市
教
育
委
員

会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
市
立

図
書
館
の
図
書
整
理
点
検
か
ら

出
た
リ
サ
イ
ク
ル
図
書
の
う
ち
、

児
童
書
や
絵
本
な
ど
約
５
０
０

０
冊
を
同
小
学
校
へ
贈
る
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

図
書
を
受
け
取
っ
た
杉
山
校

長
は
、「
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
震
災
で
多
く
の
も
の
を
失

い
ま
し
た
が
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
人
の
心
を
育
て
ら
れ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

日頃、演劇などにふれることの少ない子ど

もたちに、演劇に興味をもってもらおうと、

全労済などと協力し「子ども文化劇場」を開

催します。

今回は、東日本大震災で被災された方を支

援するための募金箱も設置します。

とき ７月３日��午後１時～１時４０分
�午後２時３０分～３時１０分 定員 各１８９人

（当日先着順） 内容 劇団カッパ座による

ぬいぐるみ劇「赤ずきん」

■ところ・問合せ先 ドリーム２１ ０７２（９６２）

０２１１、�０７２（９６２）０８１０

児児童童書書５５千千冊冊をを被被災災地地のの小小学学校校へへ
～１１枚枚のの名名刺刺かかららつつななががるる支支援援

届
い
た
本
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
る
子
ど
も

た
ち
と
搬
送
に
同
行
し
た
ト
ラ
イ
く
ん

２国民健康保険料決定通知書を送付

３情報公開・個人情報保護制度実施状況まとまる

４・５東日本大震災特集

６・７お知らせコーナー

■人 口：503，670人
■世帯数：220，941世帯（平成23年5月1日現在）
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望
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被災地支援チャリティー公演

「赤ずきん」
子ども文化劇場

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す



６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月
中中中中中中中中中中
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
にににににににににに
送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬
にににににににににににににににににににに
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

平
成
２３
年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
決
定
通
知
書
は
、
６
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。
必
ず
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
早
め
に
医
療
保

険
室
保
険
料
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
６
月
中
は
保
険
料
の

問
合
せ
な
ど
で
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
く
、来
庁
さ
れ
て
も
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
％
を
返
金
し
ま
す

口
座
振
替
奨
励
金
制
度

口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
方

は
、
第
１
期
分
か
ら
第
１０
期
分

（
途
中
か
ら
口
座
振
替
に
し
た

方
は
振
替
開
始
期
分
か
ら
第
１０

期
分
）
ま
で
を
連
続
し
て
納
め

る
と
、
口
座
振
替
で
納
め
た
保

険
料
の
１
％
を
奨
励
金
と
し
て

来
年
５
月
に
返
金
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
保

険
料
決
定
通
知
書
、
預
貯
金
通

帳
、
届
出
印
を
持
参
し
て
、
金

融
機
関
や
郵
便
局
、医
療
保
険
室

保
険
料
課
、行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
は
申
請
を

保
険
料
減
免
制
度

火
事
な
ど
の
災
害
を
受
け
た

と
き
や
事
業
の
休
廃
業
、
失
業

な
ど
で
、
世
帯
の
総
所
得
額
が

４
割
以
上
減
少
す
る
な
ど
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免（
減

額
）
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
高
齢
者
、
障

害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
も
減

免
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
失
業
者
特
別
減
免
】

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
失

業
者
特
別
減
免
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
主
た
る
生
計
者
が
リ
ス

ト
ラ
や
倒
産
な
ど
で
自
分
の
意

志
に
関
係
な
く
失
業
し
、
現
在

も
失
業
中
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
が
対
象
で
す
。

申
請
は
、
保
険
料
決
定
通
知

書
、
印
鑑
を
持
参
し
て
医
療
保

険
室
保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
申
請

時
ま
で
の
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
（
徴
収
猶
予
の
承
諾
を
受

け
納
付
履
行
中
の
世
帯
を
除
く
）

こ
と
が
条
件
で
、
申
請
理
由
に

よ
り
添
付
書
類
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
非
自
発
的
失
業
軽
減
】

非
自
発
的
失
業
者
の
給
与
所

得
を
１
０
０
分
の
３０
と
し
て
国

民
健
康
保
険
料
を
算
定
す
る「
非

自
発
的
失
業
軽
減
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
特
定
受
給
資
格
者

と
特
定
理
由
離
職
者
が
対
象
で

軽
減
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
は
保
険
料
決
定
通
知
書
、

印
鑑
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
を
持
参
し
て
、
医
療
保
険
室

保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
世
帯
の
平
成

２２
年
中
の
総
所
得
金
額
等
の
合

計
が
次
の
場
合
、
保
険
料
の
均

等
割
額
と
平
等
割
額
を
軽
減
し

ま
す
。
な
お
、
昭
和
２１
年
１
月

１
日
以
前
生
ま
れ
の
公
的
年
金

受
給
者
は
、
年
金
の
雑
所
得
金

額
か
ら
最
大
１５
万
円
を
控
除
し

た
後
の
金
額
で
判
定
し
ま
す
。

◇
対
象
・
軽
減
率

▽
総
所

得
金
額
等
の
合
計
が
３３
万
円
以

下
�
７
割
軽
減

▽
２
人
以
上

の
世
帯
で
総
所
得
金
額
等
の
合

計
が
３３
万
円
を
超
え
、
３３
万
円

＋〔
２４
万
５
千
円
×（
被
保
険
者

数
―

１
）〕
以
下
�
５
割
軽
減

▽
総
所
得
金
額
等
の
合
計
が
３３

万
円
を
超
え
、
３３
万
円
＋
（
３５

万
円
×
被
保
険
者
数
）
以
下
�

２
割
軽
減

【
所
得
の
申
告
を
】

軽
減
は
申
請
不
要
で
す
が
、

軽
減
の
判
定
に
は
収
入
が
な
く

て
も
確
定
申
告
・
市
民
税
申
告

・
国
民
健
康
保
険
所
得
申
告
な

ど
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

市
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
受
験
で
き
ま
す
。
申
込
書

は
人
事
課
、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
精
神
保

健
福
祉
相
談
員
・
薬
剤
師
は
市
立
総

合
病
院
総
務
課
で
も
、
消
防
吏
員
は

消
防
局
人
事
教
養
課
で
も
）で
交
付
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
込
時
の

請
求
に
基
づ
い
て
、
不
合
格
者
の
み

試
験
成
績
を
開
示
し
ま
す
。

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
・
薬
剤
師
】

受
験
資
格
や
採
用
予
定
人
数
は
、

表
�
の
と
お
り
で
す
。

◇
試
験
日

７
月
３
日
�

◇
試
験
科
目

専
門
試
験
、
小
論

文
、
適
性
検
査
、
口
述
試
験

◇
合
格
発
表（
予
定
）

７
月
１５
日
�

◇
受
付
期
間

６
月
１０
日
�
〜
２９

日
�【

消
防
吏
員
】

受
験
資
格
や
採
用
予
定
人
数
は
、

表
�
の
と
お
り
で
す
。

◇
試
験
日
・
試
験
科
目

▽
第
１

次
�
６
月
２６
日
�
・
教
養
試
験
お
よ

び
体
力
測
定

▽
第
２
次
�
７
月
１６

日
�
・
論
作
文
お
よ
び
適
性
検
査
、７

月
２０
日
�
ま
た
は
２１
日
�
・
口
述
試
験

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

▽
第
１

次
�
７
月
８
日
�

▽
第
２
次
�
８

月
５
日
�

※
第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
合

格
者
の
み
実
施
。

◇
受
付
期
間

６
月
１０
日
�
〜
１７

日
�

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人
事
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
１
７
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
１
９

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時７月１３日�午後１時、午後１時４５
分、午後２時３０分 �対平成２３年４月１
日現在、４０歳以上の偶数年齢の女性

�定５０人（申込先着順） �料８００円 ※生

活保護受給者と市民税非課税世帯の方

は無料。 �持バスタオル �申６月２２日
�午前９時から電話で
�所�申�問中保健センター

子宮頸がん・乳がん検診
無料クーポン券を対象者に送付

けい

市が実施する子宮頸がん検診と乳が

ん（マンモグラフィ）検診の自己負担

金が無料になるクーポン券を対象者に

送付します。有効期限は来年３月３１日

です。がんの早期発見のために受診し

ましょう。 �対�子宮頸がん検診�２０
・２５・３０・３５・４０歳の女性 �乳がん検
診�４０・４５・５０・５５・６０歳の女性 ※平

成２３年４月１日現在の年齢。

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

２歳児歯科健康相談

�時�所�７月６日��西保健センター
�１１日	�東保健センター �２６日

�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２１年７月
生まれの２歳児 �定各５０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

ヘルスメイトのお勧めクッキング

�内�時�所�手作りおやつ講習会�６月
２４日�午後１時～４時・長瀬北公民分
館 �骨粗しょう症予防教室（骨密度
測定あり）�６月３０日�午後１時～４
時・西保健センター �定各２０人（申込
先着順） �料３５０円
�申�問西保健センター

「劇団くりーん」による
禁煙キャンペーン

�時６月２７日	午後２時～４時 �定２０
人（申込先着順） �内禁煙劇、肺年齢測
定、肺がん検診など

�所�申�問中保健センター

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�７月６日�午前９時３０分～１０
時３０分、１２日
午後１時３０分～２時３０分
�中保健センター �７日�午後１時
３０分、午後２時�東診療所（申込みは
東保健センターへ） �対�肺がん検診
�市内在住の４０歳以上の方 �結核検
診�市内在住の６５歳以上の方 �定各３０
人（申込先着順）

�申�問東・中保健センター

６月は食育月間、毎月１９日は食育の日
食育で、めっちゃ元気なまちやねん

食を大切にする

ことは、生涯にわ

たって健全な心身

と豊かな人間性を

育むことにつなが

ります。６月は「食

育月間」、毎月１９日は「食育の日」です。

この機会に食育について考えてもらお

うとキャンペーンを行います。ぜひ、

家族で食育に取り組んでみましょう。

�時�所�内�６月１５日�午前１０時～正午�
近商ストア若江岩田店前、保健所大会

議室・コンピューター食事診断、体組

成測定、食育推進メニュー集の配布な

ど �１９日�午前１０時３０分～午後３時
�イズミヤ若江岩田店・血流測定、食
育ぬりえ、食育ゲームなど

�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�
０７２（９６０）３８０９

ふたごの教室

�時�所�内�７月６日�午前９時４５分～
１１時３０分�西保健センター・交流会
�１３日�午前９時４５分～１１時１５分�中保
健センター・みんなでおしゃべり �
１５日�午前１０時～１１時�東保健センタ
ー・自由遊び、夏物リサイクル �対市
内在住のふたご、みつごを妊娠・育児

している方とその子ども ※初参加者

は各実施日の前日までに要申込。

�申�問東・中・西保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�７月５日
、１２日
、１９日

、２６日
（計４日間）�中保健セン
ター・妊婦体操、クッキングなど �
７月６日��東保健センター・助産師
の話 ☆いずれも午後１時３０分～３時

３０分 �対おおむね妊娠１６週以降の妊婦
�申各実施日の前日までに電話で
�申�問東・中保健センター

更新してください
特定疾患医療受給者証

現在交付している特定疾患医療受給

者証の有効期限は９月３０日です。継続

を希望する方は、更新手続きをしてく

ださい。

なお、保健センターから個別に案内

文を送付していますが、届いていない

場合はご連絡ください。

�申�問東・中・西保健センター

表� 職種・受験資格・採用予定人数

採用予定
人数

１人

１人

年 齢

昭和５６年４月２日以
降に生まれた方

昭和５１年４月２日以
降に生まれた方

資格など

精神保健福祉士の資格を取得
し、平成２３年８月１日または
９月１日から勤務可能な方

薬剤師の免許を取得し、平成２３
年８月１日から勤務可能な方

職 種

精神保健
福祉相談員

薬剤師

表� 区分・受験資格・採用予定人数

採用予定
人数

１０人程度

９人程度

年 齢

昭和５６年４月２日～平成元年４月１日
生まれの方

平成元年４月２日～平成５年４月１日
生まれの方
ただし、救急救命士の国家資格を取得
または救急救命士養成所をすでに卒業
している方は、昭和６２年４月２日～平
成５年４月１日生まれの方

資格など

大学卒業程度の学
力を有する方

高等学校卒業程度
の学力を有する方

区分

上級

初級

国
民
健
康
保
険
料
決
定
通
知
書

精神保健福祉相談員・薬剤師、消防吏員

市 職 員 を 募 集

（２）

記号の見方 �時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など �申申込み先・応募先など �問問合せ先

平成２３年６月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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情
報
公
開
制
度

【
開
示
請
求（
申
出
）の
実
施

状
況
】

公
文
書
の
開
示
請
求
と
開
示

申
出
は
、
合
計
で
７
０
０
件
あ

り
ま
し
た（
表
�
）。
開
示
ま
た

は
部
分
開
示
を
含
め
た
開
示
率

は
９９
・
７
％
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

【
取
扱
事
務
の
届
出
件
数
】

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
務

を
開
始
す
る
と
き
に
必
要
な
届

出
件
数
は
、
９
９
７
件
あ
り
ま

し
た
。

【
開
示
請
求
な
ど
の
実
施
状

況
】個

人
情
報
の
開
示
請
求
は
８２

件
あ
り
ま
し
た（
表
�
）。
開
示

ま
た
は
部
分
開
示
を
含
め
た
開

示
率
は
９６
・
８
％
で
す
。

な
お
、
訂
正
・
利
用
停
止
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◇

◇

決
定
に
不
服
が
あ
る
請
求
者

は
、不
服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

平
成
２２
年
度
の
不
服
申
立
て

は
、
個
人
情
報
保
護
制
度
が
１

件
で
、
情
報
公
開
制
度
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

開
示
請
求
な
ど
は

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
へ

情
報
公
開
や
個
人
情
報
の
開

示
（
訂
正
・
利
用
停
止
）
請
求

な
ど
の
受
付
や
相
談
を
は
じ
め

市
政
に
関
す
る
刊
行
物
・
資
料

の
閲
覧
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１

階
の
「
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
制
度
の

紹
介
や
請
求
書
な
ど
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

市
政
情
報
相

談
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

２
３
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
０
１

市
で
は
、
市
と
市
民
が
情
報
を
共
有
し
、
市

政
へ
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

「
情
報
公
開
制
度
」
と
個
人
情
報
の
取
扱
い
を

適
正
に
保
護
す
る
た
め「
個
人
情
報
保
護
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
平
成
２２
年
度
の
実
施
状
況
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

市内に住所があり、子どもを幼稚園

に就園させている保護者を対象に保育

料などを補助します。

６月中旬から下旬までに各幼稚園か

ら「お知らせ」を配布しますので、各

幼稚園へ申し込んでください。

【市立幼稚園】
�対・補助額（年額） 生活保護を受け

ている方、市民税非課税または市民税所

得割非課税の方�２万円～７万９，０００円
【私立幼稚園】
�対・減免額（年額） �生活保護を受

けている方�２２万３，２００円～３０万３，０００円
�市民税非課税または市民税所得割非
課税の方�１９万３，２００円～３０万３，０００円
�市民税所得割課税額が３万４，５００円以
下の方�１０万９，２００円～３０万３，０００円 �
市民税所得割課税額が３万４，５０１円～１８

万３，０００円の方�４万６，８００円～３０万３，０００
円（市民税所得割課税額は住宅借入金

等特別税額控除などの適用前の額）

◇ ◇

次の場合は、第１子から第３子以降

に応じて補助額が異なります。 �同
一世帯で複数の子どもが就園している

�小学校１年生～３年生の兄・姉がい
る �保育所や認定こども園または障
害児通園施設などに在園している兄・

姉がいる

※４・５歳児を私立幼稚園に就園さ

せている保護者は、園児１人あたり５，０００

円から２万９，０００円までの負担軽減制度

がありますので、あわせてお申込みく

ださい。

�問�各幼稚園 �学事課 ０６（４３０９）

３２７２、�０６（４３０９）３８３８

市役所本庁舎の一部窓口業務を試行

開設します。 開設日時 ６月２５日�
午前９時～正午 開設場所 市役所本

庁舎２階、３階

取 扱 業 務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、外国人登録申

請、印鑑登録などの届出や住民票、印

鑑証明などの各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６（４３０９）
３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医療制
度関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療養

費の給付申請、保険料の納付・相談な

ど

�問�医療保険室資格給付課 ０６（４３０９）

３１６７、�０６（４３０９）３８０４ �医療保険室
保険料課 ０６（４３０９）３１６８、�０６（４３０９）
３８０７

【医療助成関係】
乳幼児や障害者などの医療費助成に

かかる医療証の申請および療養費の申

請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、�０６
（４３０９）３８０５

【こどもの手当関係】
子ども手当や児童扶養手当などの申

請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�０６
（４３０９）３８０５

【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相談

・申告受付・申請受付・閲覧・届出、

原動機付自転車および小型特殊自動車

の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６
（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６（４３０９）

３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �固定資産税
課 ０６（４３０９）３１４３～４、�０６（４３０９）
３８１１ �納税課 ０６（４３０９）３１４７～５２、

�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

手続きの際には、運転免許証やパス

ポート、健康保険証など本人が確認で

きる書類を持参してください。

他市町村や警察署などへの確認や問

合せが必要な場合は、取扱いができな

いときや手続きが完了しない場合があ

りますので、くわしくは担当課へお問

合せください。

試行開設の�問政策推進室 ０６（４３０９）

３１０１、�０６（４３０９）３８２６

定員がある催しもあります。くわしくは

問合せ先へ。

中高生のための夏休み演劇ワークショップ
�時７月２５日�～２９日�午後１時３０分～４

時３０分�所荒本人権文化センター�料７００円�申
�問実行委員会０９０（８８８２）３７３３

住宅ローン延滞・滞納相談
�時�所�６月１９日�午後３時３０分～５時３０
分�くすのきプラザ（若江岩田駅前）�２６
日�午後１時～４時３０分�やまなみプラザ
（四条）※電話相談もあり�申�問NPO消費者
相談センター０７２（９８８）２７７７

地学教養講座
多田銀銅山跡や坑道跡（兵庫県川西市）

などを見学します。�時７月２３日�午前１０時
～午後４時�料５００円�申花園高校ホームページ
（http���www.osaka�c. ed. jp�hanazono�）
に掲載の申込用紙に記入しファクスで�申�問
芝川０７２（９６１）４９２５、�０７２（９６２）０４４０

工作と絵本であそぼ
�時７月１７日�午前１０時～１１時５０分�所もも
の広場（楠根）�問ピノキオ０９０（８７５９）９２１１

山村流ゆかた舞体験
�時７月２日�、９日�午後１時～３時�所
くすのきプラザ（若江岩田駅前）�申�問峯風
会０７２（９６６）７１５６

東大阪難病者連絡会～総会と講演
�時７月１０日�午後１時～５時�所総合福祉

センター�問松本０７２（９８１）５２２９

平和のための戦争展
�時７月３０日�午後１時～５時、３１日�午
前１０時～午後４時�所市民会館市民ホール�問
実行委員会０６（４３０９）３４０３

成年後見支援センター設立記念講演会
�時７月２８日�午前１０時～正午�所イコーラ

ム（男女共同参画センター）�申�問東大阪成
年後見支援センター０７２（９８３）７６９０

東日本大震災チャリティ公演
山村若佐紀上方舞の会

�時７月３日�午前１１時～午後７時�所国立
文楽劇場（大阪市中央区）�申往復ハガキに
行事名、住所、氏名、電話番号を書いて、

６月２０日�（必着）までに郵送※８月から
子ども上方舞教室もあり�申�問〒５７７・０８０２小
阪本町１―１４―２０山村若佐紀上方舞研究会０６

（６７２２）３７０８

のぞいてみよう�瓢�山�
ひょうたんまるみえツアー�

近鉄瓢�山駅周辺の名所めぐりやひょう
たんを使った工作をします。�時６月２６日�
午前９時３０分～午後４時�料５００円�申�問大阪商
業大学リエゾンセンター０６（６７８５）６２６２

日本民謡まつば会発表会
�時７月３日�午前９時３０分～�所市民ふれ
あいホール※お楽しみ抽選会あり�問松葉０７２
（９８１）３６９７

東日本大震災に思いを届ける絵手紙展
�時７月２２日�～２４日�午前１０時～午後５

時※２３日�は体験あり�所イコーラム（男女
共同参画センター）�問山添０９０（７５５２）９９４５

講演～親子で絵本を楽しむコツ
�時７月１１日�午前１０時３０分～１１時３０分�所
�申�問八戸の里幼稚園（中小阪３）０６（６７２１）７０３８

表� 個人情報の開示状況

内 訳

取下げ

１

０

０

却下

０

０

０

不存在

５０

０

０

不開示

０

１

０

部分開示

７

０

２

開示

２０

０

１

実施機関

市長

教育委員会

消防長

件数

８２
開示
請求

表� 情報公開の開示状況

内 訳

取下げ

１

１

０

０

０

２５

０

１

０

０

２８

（注）１ 開示申出は、平成１１年６月３０日以前の文書または請求できない方からの申出です。

２ 開示率� 開示件数＋部分開示件数
請求（申出）件数（不存在・却下・取下げを除く）

×１００

３ 東大阪市情報公開条例に基づく件数です。

請求
拒否

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

却下

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

不存在

１０

０

０

０

０

３

０

０

０

０

１３

不開示

０

０

０

０

０

１

１

０

０

０

２

部分
開示

１１２

２

５

０

０

３７８

７

０

４

０

５０８

開示

２８

２

０

０

０

１１３

４

０

１

１

１４９

実施機関

市長

教育委員会

消防長

水道企業管理者

監査委員事務局

市長

教育委員会

消防長

水道企業管理者

選挙管理委員会

件数

１６１

５３９

７００

開示
請求

開示
申出

合計

平成２２年度

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

幼稚園の保育料を補助します

市役所本庁舎の一部窓口業務

第４土曜日に試行開設

経済的負担を軽減

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１５日（３）
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宮城県仙台市からの要請で、４月１８

日から２２日まで、大地震で地すべりな

どの被害を受けた地域の二次被害を軽

減・防止するため、擁壁や地盤面の危

険度を判定する業務に従事しました。

初日は雪まじりの冷たい雨の中、ず

ぶ濡れになりながらの活動でした。地

すべりで地面の口が２０cmほど開いてい

て、足を踏み入れることに危険を感じ

る場所もありましたが、毎日朝７時か

ら夜８時３０分まで、要請された全件を

１件も残すことなく調査しきるのだと

いう強い使命感を持って、私を含む大

阪府からの支援部隊１５人が一丸となり、

やりきることができました。

今後、本市でも予測される大規模災

害に対し、住民の生命を守るため、今

回の経験をいかしていきたいです。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
た

後
藤
キ
ク
エ
さ
ん

津
波
が
迫
っ
て
き
た
と
き
、
夫
と

急
い
で
高
台
に
逃
げ
、
な
ん
と
か
一

命
は
取
り
と
め
ま
し
た
が
、
長
年
住

ん
だ
家
は
、
１
階
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

呆
然
と
し
て
い
た
と
き
に
、
ボ
ラ
が

れ
き

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
て
く
れ
、
瓦
礫

や
泥
を
撤
去
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い
な
か
っ
た
ら

今
頃
ど
う
し
て
い
た
か
、
わ
か
り
ま

せ
ん
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
が
ん
ば
っ
て

い
き
ま
す
。

今
は
、
避
難
生
活
を
し
て
い
ま
す

が
、
や
は
り
こ
の
石
巻
市
で
生
活
し

た
い
で
す
。
必
ず
復
興
す
る
の
で
、

石
巻
市
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 市

と
社
会
福
祉
協
議
会
は
被
災
地
に
東
大
阪

市
民
の
パ
ワ
ー
を
届
け
よ
う
と
、
車
中
２
泊
を

含
む
５
月
１６
日
か
ら
２０
日
ま
で
の
日
程
で
宮
城

県
石
巻
市
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
ま
し
た
。

宿
泊
代
や
食
事
な
ど
を
自
ら
負
担
し
、
現
地

で
の
復
旧
支
援
に
臨
む
３５
人
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
年
齢
や
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
胸
に
、作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

開発指導課
田畑 稔

全
国
か
ら
集
ま
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
被
災
地
と
の
橋
渡
し
を
す
る
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
遠
藤
聡
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
作
業
は
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
泥

出
し
な
ど
が
で
き
て
い
な
い
家
や
店

舗
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
人
は
、
数
日
間
の
限
ら
れ
た
時
間

で
ど
こ
ま
で
の
支
援
が
で
き
る
の
か

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。た

だ
、
自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
る

支
援
を
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
。

終
着
点
は
ま
だ
ま
だ
先
だ
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
先
に
復
興
が
見
え
て

く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
。

４月５日から１０日まで、岩手県大槌

町の遺体安置所で、棺の中の遺体が腐

敗しないようにドライアイスや防腐剤

を入れたり、遺体の確認に来る方の案

内などにあたったりしました。

私が担当した安置所には、多いとき

で約１３０体の遺体が安置されていました。

行方不明になっている娘を捜すために

安置所を訪れた両親へ遺体がないこと

を告げると、「自分たちでなんとしてで

も捜し出します」と言われ、命を削っ

てでも捜し出したいという強い思いに

命の尊さを改めて感じ、思わず一緒に

涙を流しました。

大槌町では、町長をはじめ多くの町

職員が亡くなっています。また、津波

で命の危機にさらされたうえに家族や

親戚が亡くなっているにも関わらず震

災以降１日も休まず勤務している職員

もいました。

精神的・肉体的に疲労が蓄積されて

いる町職員に少しでも休んでもらおう

と「何でもやろう」という思いでいっ

ぱいでした。

現地で支援できて本当に良かったと

思います。通常業務はもちろん、非常

事態でも冷静に業務を行うことの大切

さを改めて感じました。

今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派

遣
さ
れ
た
の
は
、
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
石
巻
港
か
ら
約
３

�
離
れ
た
市
の
中
心
部
。

こ
の
地
域
も
３
ｍ
を
超
え
る

津
波
で
、
家
屋
の
１
階
部
分
に

が

れ
き

瓦
礫
や
泥
が
流
れ
込
む
な
ど
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
未
だ
電

気
も
復
旧
し
て
い
ま
せ
ん
。

震
災
後
、
手
付
か
ず
に
な
っ

て
い
た
家
屋
や
店
舗
の
泥
出
し

作
業
な
ど
を
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
３
日
間
で
約
１０
軒
を

清
掃
し
ま
し
た
。

年
齢
や
職
業
、
性
別
も
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、「
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら

作
業
を
行
う
ご
と
に
声
を
掛
け

合
い
、
次
第
に
一
丸
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

職員課
阿部 勝喜

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
本
市
の
職
員
が
現

地
へ
出
向
き
、
支
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
帰
還
し
た
職
員
に
、
現
地
の
状
況
や

生
活
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
５

月
１６
日
に
引
き
続
き
、
６
月
２８

日
�
と
７
月
５
日
�
に
出
発
す

る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」
を

運
行
し
ま
す
。

被
災
地
で
は
、
家
屋
の
片
付

け
や
泥
出
し
な
ど
の
支
援
活
動

を
行
い
ま
す
。
宿
泊
は
、
宮
城

県
・
岩
手
県
内
の
旅
館
で
布
団
、

風
呂
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
被
災
者
の
た
め
に

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
・
行
き
先
（
予
定
）

▽
６
月
２８
日
�
〜
７
月
２
日
�

�
宮
城
県

▽
７
月
５
日
�
〜

９
日
�
�
岩
手
県
陸
前
高
田
市

☆
い
ず
れ
も
市
民
会
館
前
で

出
発
日
午
後
６
時
３０
分
集
合
、

最
終
日
午
前
１０
時
解
散

◇
対
象

市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
（
い
ず
れ
か
）
の
方

◇
定
員

各
３０
人
（
申
込
先

着
順
）

◇
料
金

１
万
円

◇
持
ち
物

食
料
、
飲
料
、

着
替
え
、
作
業
着
な
ど

◇
申
込
方
法

住
所
、氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
６

月
１５
日
�
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
※
参
加
者
は
、
６
月
２０
日
�

午
後
７
時
〜
８
時
に
行
わ
れ
る

説
明
会
へ
の
出
席
が
必
要
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

社

会
福
祉
協
議
会

０
６
（
６
７

８
９
）５
５
５
０
、�
０
６（
６
７

８
９
）
２
９
２
４

３月２８日から４月１日まで、岩手県

山田町の避難所で被災者の健康相談や

健康チェック、「仮設診療所」や「巡回

の医療チーム」へのつなぎ役として活

動しました。

山田町は特に津波による被害が大き

く、海に面しているところは家が跡形

もなく破壊されていたり、ビルの上に

船があったりと信じがたい光景が広が

っていました。

避難所では、プライバシーのない集

団生活により、みなさんストレスがた

まっているようでした。被災した高齢

者は高血圧の方が多く、高血圧以外で

も普段飲んでいる薬を持たずに避難し

てきた人がたくさんいました。

一人ひとりに声をかけていると「毎

晩津波の夢を見る」「津波を見た場所に

は近づけない」といった話を聞き、心

の傷の深さを感じました。

被害の大きさから復興には時間がか

かると思います。被災者のメンタル面

や自立など、目に見えない部分の継続

的な支援の必要性を実感しました。

精
神
的
に
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
自
分
の
成
長
の

た
め
に
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

作
業
を
一
緒
に
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
は
、
女
性
や

高
齢
の
方
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
し
た
が
、
い

い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
作
業
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
参

加
者
に
い
ろ
い
ろ
な
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
視
野
も
広
が
り
ま
し
た
。
思
い
切
っ
て
参
加
し
て

み
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の
行
動
が
少
し

で
も
被
災
地
の
復
興
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
す
。

大学生
河上大貴さん（１９歳）中保健センター

山内 江美子

高
校
ま
で
神
戸
市
に
住
ん
で
い
て
、
１５
歳
で
阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
、
そ
の
と
き
に
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
に
支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
度
は
自
分
が
被
災
地
の
方
の
助
け
に
な
れ
ば
と
思

い
参
加
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
被
害
の
大
き
さ
が
予
想
以
上
で
津
波

の
恐
ろ
し
さ
と
い
う
も
の
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

３
日
間
の
作
業
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
精
一
杯

や
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た

参
加
し
た
い
で
す
。

府
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が
減
少

し
て
い
る
府
内
中
小
企
業
の

資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、

「
東
日
本
大
震
災
対
策
資
金
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
利
用
に

は
、
事
前
に
市
の
認
定
を
受

け
た
後
、
融
資
を
受
け
る
た

め
に
取
扱
金
融
機
関
へ
申
込

み
が
必
要
で
す
。

な
お
、
認
定
さ
れ
た
こ
と

で
融
資
が
確
定
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
取
扱
期
限

来
年
３
月

３１
日
�
の
貸
付
実
行
分

◇
対
象

市
の
認
定
を
受

け
、
金
融
機
関
等
に
よ
る
融

資
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
方

◇
対
象
資
金

運
転
資
金
、

設
備
資
金

◇
融
資
限
度
額

２
億
円

（
う
ち
無
担
保
８
０
０
０
万

円
）◇

融
資
利
率

金
融
機
関

所
定
金
利

◇
信
用
保
証
料
率

年
０

・
８
％

◇
融
資
期
間

１０
年
以
内

（
据
置
き
２
年
以
内
）

◇
認
定
の
申
請
方
法

申

請
書
類
に
必
要
事
項
を
書
き
、

添
付
書
類
を
添
え
て
直
接

※
申
請
書
類
は
経
済
総
務

課
分
室
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
。
認
定
要
件
な
ど
く
わ

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

◇
認
定
の
申
請
・
問
合
せ
先

経
済
総
務
課
分
室

０
６

（
６
７
４
８
）７
２
７
５
、
�

０
６（
４
３
０
９
）２
３
０
３

事
業
資
金
を
融
資

小
規
模
企
業
融
資
制
度

市
で
は
、
市
内
で
事
業
を

営
む
方
が
、
事
業
に
必
要
な

資
金
（
運
転
・
設
備
）
を
金

融
機
関
か
ら
借
入
れ
で
き
る

よ
う
に
、
大
阪
府
中
小
企
業

信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付

け
、
あ
っ
旋
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１０
万
円
を
限
度
と

し
て
、
融
資
決
定
後
支
払
っ

た
信
用
保
証
料
の
２
分
の
１

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象

市
内
で
原
則
と

し
て
同
一
場
所
に
同
一
事
業

を
６
か
月
以
上
引
き
続
き
営

み
、
確
定
申
告
・
決
算
に
伴

う
納
税
状
況
を
証
明
で
き
る

従
業
員
２０
人
（
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下
の
会

社
、
個
人
な
ど

※
具
体
的
な
事
業
計
画
が

あ
り
、
金
融
機
関
な
ど
に
よ

る
経
営
サ
ポ
ー
ト
や
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。

◇
融
資
限
度
額

１
２
５

０
万
円
（
既
存
の
保
証
協
会

の
保
証
付
融
資
残
高
を
含
む
）

◇
返
済
期
間

７
年
以
内

◇
利
率

１
・
１
％
（
平

成
２３
年
４
月
１
日
現
在
）

※
担
保
は
原
則
不
要
。利
率

は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
信
用
保
証
料
率

０
・

５
％
〜
２
・
２
％

※
連
帯
保
証
人
は
、
法
人

は
代
表
者
の
み
、
個
人
は
原

則
不
要
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

経
済
総
務
課
分
室

国
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
、
毎
年
夏
至
の
日

を
中
心
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施

設
や
職
場
、
家
庭
で
の
消
灯

を
呼
び
か
け
る「
Ｃ
Ｏ
２

削
減

／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
、

６
月
２２
日
�
は
「
ブ
ラ
ッ
ク

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、７
月

７
日
�
は
「
七
夕
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
（
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ

ー
）」と
し
、
職
場
や
家
庭
で

の
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
（
一
斉
消

灯
）
を
広
く
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

こ
の
夏
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
も
あ
り
、
特
に
節

電
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
主
的
な
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
な

ど
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。【

豊
か
な
環
境
創
造
基
金

活
用
事
業
発
表
会
】

豊
か
な
環
境
創
造
基
金
活

用
事
業
補
助
金
申
請
団
体
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
す
。

◇
と
き

６
月
２５
日
�
午

後
１
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
１８
階
大
会
議
室

◇
定
員

３０
人
（
当
日
先

着
順
）

【
エ
コ
推
進
事
業
者
を
募

集
】環

境
に
配
慮
し
た
市
内
企

業
の
取
組
み
を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。
企
業

の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
登
録
し

ま
せ
ん
か
。

◇
登
録
方
法

申
込
書
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
Ｅ
メ

ー
ル
で

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

環
境
企
画
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
９
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ルk

a
n
k
y
o
k
ik

a
k
u
@
city
.h
ig
a
s
h
i

o
s
a
k
a
.lg
.jp

市
議
会
は
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
被
害
の
甚
大
さ

か
ら
長
期
の
復
興
期
間
と
継

続
的
な
支
援
活
動
が
必
要
で

あ
る
と
し
、
５
月
か
ら
任
期

満
了
時
期
の
９
月
ま
で
の
毎

月
、
議
員
１
人
に
つ
き
５
万

円
を
福
島
県
や
岩
手
県
、
宮

城
県
へ
届
け
る
こ
と
を
全
会

派
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
毎
月
２
３

０
万
円
、
５
か
月
間
で
計
１

１
５
０
万
円
が
義
援
金
と
し

て
拠
出
さ
れ
ま
す
。

施設職員
山下浩史さん（３１歳）

親
が
自
分
よ
り
先
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

『
本
当
に
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
』
と
聞
か
さ

れ
、
自
分
で
も
何
か
支
援
が
で
き
な
い
か
と
思
い
参

加
し
ま
し
た
。

が

れ
き

作
業
を
行
っ
た
家
は
、
瓦
礫
や
泥
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
大
変
で
し
た
が
、
グ
ル
ー
プ
み
ん
な
の
助
け
も

あ
り
、
が
ん
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
方
に
笑
顔
で『
ご
苦
労
さ
ま
で
す
』

と
挨
拶
さ
れ
、
逆
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

友
人
た
ち
に
こ
の
体
験
を
話
し
、
支
援
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
で
す
。

大学生
中尾みなみさん（２１歳）

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
行
き
ま
す
�
�

東東東東東東東東東東東東東東東東大大大大大大大大大大大大大大大大阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪阪市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民のののののののののののののののの力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををを被被被被被被被被被被被被被被被被災災災災災災災災災災災災災災災災地地地地地地地地地地地地地地地地へへへへへへへへへへへへへへへへ
ボ ラ ン テ ィ ア が 石 巻 市 で 支 援

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援

支支援援ボボラランンテティィアアをを募募集集

被災者の力になりたい

府
が
東
日
本
大
震
災
対
策
資
金
を
開
始

大変感謝しています

次につなげていくこと
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
のののののののののののののののののののののののののののののののの
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実

節電ライトダウン２０１１

市
職
員
が
見
た

昼 も 。夜 も 。

命の尊さを伝えたい

住民の生命を守るために

傷ついた心のケアを

遺体安置所で流した涙

保健師として被災者の健康管理

市
議
会
か
ら
義
援
金

宅地の危険度を判定

総
額
１
１
５
０
万
円
を
被
災
地
に

車上狙い対策～駐車するときは、見通しの良い場所や深夜でも明るい駐車場を選びましょう ―東大阪市治安対策本部―

（４）平成２３年６月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１５日（５）
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魅力ある店にしませんか
あきんど塾

経営能力の向上や販売促進の強化、

新商品・サービスの開発などの経営課

題にチャレンジする市内商業者を対象

に、商人育成塾を開講します。

�時７月下旬～来年３月（計１０日間）
�所市役所本庁舎など �対市内で営業す
る物品販売業や理・美容業、洗濯業、

飲食業者 ※大企業や「風俗営業等の

規制及び業務の適正化等に関する法律」

の適用を受けている方を除く。 �定１５
人（抽選） �申申込用紙に必要事項を書
いて、７月１日�（消印有効）までに
郵送またはファクスで ※申込用紙は

商業課で配布。市ホームページからダ

ウンロードもできます。

�申�問〒５７７・８５２１市役所商業課 ０６

（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６

商工会議所の講座

【ミャンマー経済事情セミナー】
�時７月６日�午後２時～３時３０分

�定４０人（申込先着順）
【シーケンス制御基礎講座】
�時７月１９日�～２２日�午後６時～８
時３０分 �対原則として全日程参加でき
る方 �定１５人（申込先着順）

◇ ◇

※申込方法や料金などくわしくはお

問合せください。

�所�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

普通救命講習会

心肺蘇生法やAED（自動体外式除細

動器）の使い方などを学びませんか。

�時７月１１日�午後６時～９時 �対中学
生以上の方 �定３０人（申込先着順）
�申７月４日�までに直接
�所�申�問中消防署 ０７２（９６６）０１１９、�

０７２（９６６）６４６５

傍聴しませんか
社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会

�時６月２１日�午後２時～４時 �所市
役所本庁舎１８階大会議室 �定５人（抽
選） �内高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画に関する審議 �申ハガキに
行事名、住所、氏名、電話・ファクス

番号を書いて、６月１７日�（必着）ま
でに郵送（ファクスまたはＥメールも

可） ※当選者にのみ連絡。

�申�問〒５７７・８５２１市役所高齢介護課
０６（４３０９）３１８５、�０６（４３０９）３８４８、�
koreikaigo@city.higashiosaka.lg.jp

薬物乱用は�ダメ。ゼッタイ。�

大麻やシンナー、覚せい剤、麻薬など

の薬物の乱用は、乱用者自身の体や人

生を壊すだけでなく、周りの人にも危

害をおよぼします。「ほんの１回ぐらい

なら…」という安易な気持ちが命取りで

す。甘い誘惑をきっぱりと断る勇気を

もち、薬物の乱用は絶対にやめましょう。

６月２０日�から７月１９日�まで「ダ
メ。ゼッタイ。」普及運動が全国的に行

われます。

市では、啓発ビデオの貸出しや啓発

物品を配布していますので、活用して

ください。

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、�０７２
（９６０）３８０７

平成２３・２４年度
入札参加資格審査
申請（追加分）を受付

建設工事や測量・コンサルタント業

務、物品販売および役務の提供などで、

市と契約を希望する業者は、入札参加

資格審査申請を受け付けますので、必

ず申請してください。なお、申請する業

者は、引き続き２年以上その事業を営ん

でいることが必要です。 �申申請書に必
要事項を書き、関係書類を添えて、７

月１日�（消印有効）までに簡易書留ま
たは一般書留で郵送 ※申請書は市ホ

ームページからダウンロードできます。

�申�問〒５７７・８５２１市役所調度課 �工
事、コンサルタント�０６（４３０９）３１２８
�物品、役務�０６（４３０９）３１２９ ※ファ

クスはいずれも０６（４３０９）３８１９

納期限は６月３０日
市・府民税第１期分

市民税・府民税第１期分の納期限は

６月３０日�です。納期限までに市税取
扱金融機関または郵便局で納めてくだ

さい。また、口座振替を利用している方

は、口座の残高確認をお願いします。

市民税・府民税は、その年の１月１

日現在に居住していた市町村で、前年

中の所得により課税されます。

【休日納付相談】
納付が困難な方を対象に、休日納付

相談を行います。来庁または電話でご

相談ください。来庁の際は、納税通知

書と印鑑を持参してください。なお、

正午から午後１時までの電話相談はあ

りません。 �時６月２５日�、２６日	午
前９時～午後４時 �所市役所本庁舎３
階納税課

◇ ◇

�問�課税内容について�市民税課
０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �
納付について�納税課 ０６（４３０９）３１４８

～５２、�０６（４３０９）３８０８

更新手続きはお済みですか
自立支援障害福祉サービス

地域生活支援事業の適用は、すべて

の方が６月３０日で終了します。利用の

継続を希望する場合は、必ず更新手続

きをしてください。

また、自立支援給付の受給者証の障

害程度区分の認定有効期間、サービス

の支給決定期間、利用者負担上限の適

用期間のいずれかが６月３０日までの方

で更新手続きがまだの場合は、至急手

続きをしてください。

�申�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８４、

�０６（４３０９）３８１５

介護支援専門員
実務研修受講試験・資格の更新

【実務研修受講試験】
試験日 １０月２３日	午前１０時から
�対医師、看護師、介護福祉士など保健
・医療・福祉のいずれかの分野で５年

以上かつ９００日以上（介護業務で国家資

格などがない場合は１０年以上かつ１，８００

日以上）の実務経験がある方 �料９，０００
円 �申申込書に必要事項を書いて、７
月１１日�（消印有効）までに簡易書留
で郵送 ※試験要領（申込書）は高齢介

護課、保健所、保健センター、福祉事

務所で６月１７日�～７月１１日�に配布。
�申�問
大阪府地域福祉推進財団 ０６

（６７６３）８０４４、�０６（４３０４）２９４１
【資格の更新を】
介護支援専門員の資格は、５年ごと

に更新が必要です。今年度の対象者は、

第３回と第９回、第１０回実務研修修了

者です。更新希望者は、有効期限まで

に更新研修を修了し、申請手続きをし

てください。

�申�問�大阪介護支援専門員協会 ０６

（６３９０）４０１０

◇ ◇

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

鴻池子育て支援センター

【親子でヨガ】
�時７月１日�午前１０時～１１時３０分
�対１歳６か月～３歳未満の乳幼児とそ
の保護者 �定１２組（抽選） �持バスタオ
ル、タオル、動きやすい服、お茶 �申６
月１７日�午後１時３０分～５時に電話で
【ペットボトルでシャワーを作ろう】
�時７月８日�午前１０時～１１時３０分
�対就学前乳幼児とその保護者 �定１５組
（抽選） �料５０円 �持ペットボトル、
水着または布パンツ、タオル、着替え、

お茶 �申６月２４日�午後１時３０分～５
時に電話で

◇ ◇

�所�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【七夕笹飾りを作ろう】
�時６月２４日�午前１０時～１１時 �所長
瀬子育て支援センター �対２歳６か月
以上の幼児とその保護者 �定２０組（申
込先着順） �申６月１７日�午後１時か
ら電話で

【しゃぼん玉で遊ぼう】
�時７月４日� ☆金岡公園に午前１０

時集合、午前１１時ごろ解散 �対就学前
乳幼児とその保護者 �申６月２７日�午
後１時から電話で

【おでかけあかちゃん広場】
ママ同士の交流やふれあい遊びをし

ます。 �時７月１日�午前１０時３０分～
１１時３０分 �所森河内公民分館 �対未歩
行児とその保護者 ※申込不要。

【ベビービクスとアフタービクス】
�時７月１日�午後１時～２時 �所長
瀬子育て支援センター �対４か月～１
歳前後（未歩行）の乳児とその保護者

�定２５組（申込先着順） �申６月２４日�午
後１時から電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

あさひっこ

【枚岡梅林へ行こう】
�時７月１日� ☆あさひっこ（旭町子

育て支援センター）に午前１０時集合、午

前１１時解散 �対しっかり歩ける２歳以
上の幼児とその保護者 �定１０組（申込先
着順） �持弁当、お茶、手ふき、敷物、帽
子 �申６月２４日�午前１０時から電話で

【タオルで作るあかちゃんの夏着】
�時７月６日�午前１０時～正午 �所あ

さひっこ �対１歳未満の乳児とその保
護者 �定１０組（申込先着順） �持針、
糸、ハンドタオルまたはフェイスタオ

ル �申６月２９日�午前１０時から電話で
【おでかけわいわい広場】
�時７月７日�午前１０時～１１時 �所縄

手南公民分館 �対１歳未満の乳児とそ
の保護者 �定１０組（申込先着順） �申
６月３０日�午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ ０７２（９８０）８８７１、�
０７２（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【おひさま広場】
�時６月２９日～８月３日の水曜日午前

１０時～１１時（計６日間） �所荒本子育
て支援センター �対３歳以上の幼児と
その保護者 �定１５組（申込先着順）
�申６月１５日�午後１時～２３日�午後５
時に電話で

【よちよちタイム】
�時６月２０日�・２７日�午前９時３０分

～１１時３０分、７月１日�・４日�午後
１時３０分～３時３０分 �所荒本子育て支
援センター �対よちよち歩きの１歳児
とその保護者 ※申込不要。

【七夕飾りを作ろう】
�時６月２２日�午前１０時～１１時３０分
�所荒本子育て支援センター �対２歳以
上の幼児とその保護者 �定２５組（申込
先着順） �申６月１７日�午前１０時から
電話で

【公園で遊ぼう】
�時�所�６月２４日��菱屋東公園 �

２７日��花園中央公園 ☆いずれも午

前１０時～１１時３０分 �申６月２０日�午後１
時から電話で

【音楽遊び】
�時６月２７日�午後２時３０分～３時３０
分 �所荒本子育て支援センター �対３
歳以上の幼児とその保護者 �定２０組（申
込先着順） �申６月１７日�午後１時か
ら電話で

【アンパンマン体操をしよう】
�時７月４日�午前１０時～１１時３０分
�所長田東内介公園 �対就学前乳幼児と
その保護者 �定３５組（申込先着順）
�申６月２０日�午後３時から電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

子育て支援センターの催し

親子で遊ぼう�

※車での来場はご遠慮ください

まなぶのつづき

（６）平成２３年６月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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地域密着型サービス事業者

市では、第５次高齢者保健福祉計画と

第４期介護保険事業計画を進めるため、

地域密着型サービスを提供する事業者

を追加募集します。 �対地域密着型介護
老人福祉施設（小規模特養）を整備し、

入居者生活介護サービスを提供できる

社会福祉法人（今年度中に法人設立に必

要な条件を整えられる設立予定を含む）

�定３か所 �申６月１７日�までに直接
※応募関係書類は市ホームページでダ

ウンロードできます。

�申�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�
０６（４３０９）３８４８

ケアアシスタント登録者

医療的ケアの必要な子どもを支援す

るケアアシスタント（看護師）として、

市立小・中学校で勤務できる登録者を

募集します。 �対看護師免許を取得し
ている６５歳以下（来年３月３１日現在）の

方 �申履歴書に必要事項を書き、看護
師免許を持って直接 ※くわしくはお

問合せください。

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６９、

�０６（４３０９）３８３８

市職員～助産師・看護師

市立総合病院で勤務する助産師・看

護師を募集します。日本国籍の有無に

関わらず受験でき、経験に応じて給与

の加算があります。 �対昭和４１年４月
２日以降生まれで、助産師または看護

師の免許をすでに取得している方 �定
２０人程度 採用時期 ８月または９月

選考日 ７月４日� 選考科目 個別

面接 合格発表（予定） ７月６日�
�申６月１７日�～７月１日� ※申込書

は市立総合病院総務課・看護局、人事

課、市政情報コーナーで交付。市ホー

ムページからダウンロードもできます。

�申�問市立総合病院総務課 ０６（６７８１）

５１０１、�０６（６７８１）２１９４

医療職嘱託員（看護師）

�対看護師免許を取得している原則６５
歳以下の方 �定１人 勤務時間 午前

８時３０分～午後５時

�申�問東診療所 ０７２（９８２）３８２１、�０７２
（９８２）３８２５

テクノメッセ東大阪２０１１出展企業

モノづくりのまち東大阪が誇る製品

や技術を一堂に展示・紹介するテクノ

メッセ東大阪２０１１（１１月９日�、１０日�
にマイドームおおさかで開催）へ出展

しませんか。 �対市内事業所または東
大阪商工会議所会員 �定１００小間（申込
先着順） ※料金や出展スペースなど

くわしくはお問合せください。

�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１

建築士による相談

住宅の耐震診断・改修補助の申込み

も受け付けます。 �時６月２１日�午後１
時～４時 �所市役所本庁舎１階相談室
�内建替え、耐震、アスベスト、リフォ
ーム、シックハウス、欠陥住宅など

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６
（４３０９）３８３４

宅 建 相 談

�時６月２８日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関するもの
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

あじさいまつり

２万５，０００株、３０品種以上のあじさい

が咲き誇る「府民の森ぬかた園地」で、

あじさいまつりを開催します。色とり

どりに咲く初夏の花を楽しみませんか。

�時６月１８日�～７月１０日� �所ぬかた
園地あじさい園（近鉄生駒山上駅から

徒歩約２０分）

あじさいハイキングなどのさまざま

なイベントもあります。くわしくは�
大阪府みどり公社ホームページ（http�
��osaka�midori.jp�mori�）をご覧にな
るか、お問合せください。

�問	�大阪府みどり公社 ０６（６２６６）

１０３８、�０６（６２６６）８６６５ 	みどり対策
課 ０６（４３０９）３２２７、�０６（４３０９）３８３６

ももの実祭り

�時７月２日�、３日�午前１０時～午
後４時 �内作品展示、舞台発表、お茶
席、フリーマーケット、模擬店

�所�問ももの広場（楠根） ０６（６７４５）

９１４１（�兼用）

やまなみプラザの催し

【七夕親子の集い】
七夕飾りを作ります。 �時７月３日
�午後２時～４時 �対市内在住の子ど
もとその保護者 �定５０組（当日先着順）
【やまなみコンサート】
�時７月９日�午後２時～４時 �対市
内在住、在勤、在学（いずれか）の方

�定４０人（抽選） �内「愛の挨拶」「日本
の四季メドレー」など �申往復ハガキ
に行事名、住所、氏名、電話番号を書

いて、６月２５日�（必着）までに郵送
◇ ◇

�所�申�問〒５７９・８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

七夕まつり

�時�内	７月１日�～３日�午前１０時
～午後４時
幼稚園児の絵画展、笹飾
り作り 	３日�午後１時～３時
サ
ークルＴＵＴＴＩの人形劇、ちびっ子

広場、ビンゴゲーム、縁日ごっこなど

�所�問夢広場（布施駅前） ０６（６７８４）

２０１４（�兼用）

あじさいハイキング

あじさいを訪ねにぬかた園地へハイ

キングしませんか。 �時６月２６日�（雨
天中止） ☆近鉄額田駅に午前９時３０

分集合、近鉄石切駅で解散 �持弁当、
飲み物、雨具など

�問ゆうゆうプラザ（日下）０７２（９８６）
９２８４、�０７２（９８６）９２９３

東大阪水泳学校

�時８月１日�～１９日�午前９時～１１
時３０分（土・日曜日を除く計１５日間）

�所東大阪アリーナ �対小学校３年生以
上の方 ※医師などから水泳を禁止さ

れている方を除く。 �定２００人（申込先
着順） �料１４，０００円（返金不可） �申
願書に必要事項（小・中学生は保護者

の押印も）を書き、料金と本校「中級」

以上の方は修了証を持って、７月９日

�午前１０時～正午に東大阪アリーナロ
ビーへ直接 ※願書は７月２日�午前
１１時～正午に東大阪アリーナロビーで

配布。

�問	俊徳中学校「津塩」 ０６（６７２８）

１９４５ 	青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

食べて元気�暑さに負けるな
健康料理教室

�時７月１０日�午前１０時３０分～午後１
時３０分 �対市内在住、在勤（いずれか）
の方 �定１６人（抽選） �料１，０００円 �持
エプロンなど �申往復ハガキに教室名、
住所、氏名、電話番号を書いて、６月

２０日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９７５中鴻池町２―３―１３
グリーンパル（中鴻池） ０６（６７４７）

１５９２、�０６（６７４４）２７４８

シニア地域活動実践塾（悠友塾）

�時８月４日～１２月２２日の木曜日午前
１０時～午後３時（計１８日間） �対市内在
住の６０歳以上の方 �定各２０人（抽選）
�内	郷土の歴史 	暮らしの中の福祉
	エコライフ 	健康と住みよいまち
づくり �料３，０００円 �申申込書に必要事
項を書いて、６月１５日�～７月５日�
（必着）に郵送または直接 ※申込書

は高齢者サービスセンター、行政サー

ビスセンターなどで配布。

�所�申�問〒５７８・０９１２角田２―３―８ 高齢者

サービスセンター ０７２（９６２）８０１１、�
０７２（９６３）２０２０

ビジネス会計３級受験対策講座

�時７月１０日～８月２８日の日曜日（７
月１７日と８月１４日を除く計６日間）

☆いずれも午前１０時～正午 �対全日程
参加できる市内在住、在勤、在学（い

ずれか）の方 �定３０人（申込先着順）
�料８，０００円 �持筆記用具、電卓 �申６月
１５日�から電話で
�所�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

ファミリー・サポート・センター
子育て援助・依頼会員養成講座

ファミリー・サポート・センターは、

「子育てを援助したい」援助会員と「子

育てを援助して欲しい」依頼会員を募

集しています。地域で子育てを支え合

う援助・依頼会員になりませんか。

�時６月２７日�午後１時～４時３０分 �所
総合福祉センター �対	援助会員
自
宅での保育や送迎ができる心身ともに

健康な２０歳～７０歳の市内または近隣市

在住の方 	依頼会員
おおむね３か
月～１０歳の子どもがいる保護者 �定１５
人（申込先着順） �内事業概要の説明、
子どもの健康と発達、現在の子育て環

境と求められる支援 �持筆記用具 ※

当日登録希望者は２．５�×３�の写真２
枚、印鑑、自宅周辺地図Ａ４サイズ１

枚も。 �申ハガキに講座名、会員種別、
住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、

６月２４日�（必着）までに郵送（電話
またはファクス、直接も可）

�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―２―１３
ファミリー・サポート・センター ０６

（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

創作講座の修了生が制作した油彩

画を展示します。 �時６月２９日�～
７月３日�午前１０時～午後５時（３
日は午後４時まで） ※申込不要。

創作講座受講生を募集

全日程受講できる１８歳以上の方を

対象に受講生を募集します。「夢をか

たちに展」開催中、会場にある申込

用紙に必要事項を書いて、直接お申

込みください。

【パステル画教室】
�時７月２０日～９月７日の水曜日午
後１時～４時（計８日間） �定１２人（抽
選） �料２，０００円程度 �持パステル
【はじめての水彩画教室】
�時７月２１日～９月８日の木曜日午
後１時～４時（計８日間） �定１２人
（抽選） �料２，０００円程度 �持透明水
彩道具一式

◇ ◇

�所�申�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

夢 を か た ち に 展
市民美術センター

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年６月１５日（７）
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わわ
だだ
いい
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杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯杯
誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘
致致致致致致致致致致致致致致
へへへへへへへへへへへへへへ
弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾
みみみみみみみみみみみみみみ
��������������

被
差
別
部
落
と
い
わ
れ
た
土

地
で
育
っ
た
夫
の
猿
ま
わ
し
師

・
村
崎
太
郎
さ
ん
と
の
体
験
を

も
と
に
、
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
栗
原
美
和
子
さ
ん
（
写

真
）
が
今
も
存
在
す
る
差
別
に

つ
い
て
語
り
ま
す
。

◇
と
き

７
月
１
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
（
開
場

は
午
後
１
時
）

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム（
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
定
員

２
４
４
人
（
申
込

先
着
順
）

◇
内
容

▽
意
岐
部
東
小
学

校
児
童
に
よ
る
歌
＆
合
奏

▽

講
演
「
差
別
の
な
い
社
会
を
め

ざ
し
て
〜
橋
は
か
か
る
」

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
と
手
話
通
訳
あ
り
。

◇
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
講

演
名
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
保

育
の
有
無
を
書
い
て
、
６
月
２４

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
（
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
も
可
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
人
権
啓

発
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

５
６
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ルjin

k

en
k
eih
a
ts
u
@
city
.h
i

g
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

相
談
電
話

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

６
月
２７
日
か
ら
７
月
３
日
ま

で
の
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
強
化
週
間
」
に
あ
わ
せ
、
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
が
い
じ

め
や
不
登
校
、
虐
待
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す（
秘
密
厳
守
）。

◇
と
き

６
月
２７
日
�
〜
７

月
３
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
）

◇
問
合
せ
先

▽
大
阪
法
務

局
人
権
擁
護
部
第
三
課

０
６

（
６
９
４
２
）
９
４
９
２

▽

人
権
啓
発
課

５
月
２３
日
、
本
市
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）
誘
致
活
動
を
激
励
し
よ

う
と
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
で
Ｗ
杯

２
０
１
９
組
織
委
員
会
副
会

長
を
務
め
る
森
喜
朗
元
首
相

が
市
役
所
を
訪
れ
、
野
田
市

長
か
ら
Ｗ
杯
誘
致
を
願
う
４

万
５
３
３
４
人
分
の
署
名
を

手
渡
し
ま
し
た
（
写
真
）。

こ
の
訪
問
は
、
Ｗ
杯
２
０

１
９
組
織
委
員
会
の
申
し
入

れ
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の

で
、
７
月
２
日
に
東
京
で
開

催
さ
れ
る
自
治
体
連
絡
会
議

へ
の
参
加
要
請
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

森
元
首
相
は
「
収
容
人
数

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
は
あ
る
が
、
個
人

的
に
は
高
校
生
ラ
ガ
ー
マ
ン

の
憧
れ
で
あ
る
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
で
開
催
さ
れ
る
Ｗ
杯
を

見
た
い
」
と
話
し
、
野
田
市

長
は
「
日
本
ラ
グ
ビ
ー
界
の

ト
ッ
プ
に
来
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、
大
き
な
意
味
が
あ

る
。
誘
致
へ
の
希
望
の
灯
火

が
大
き
く
な
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、市
で
は
、

今
後
も
署
名
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

【
人
が
ザ
ク
ザ
ク
集
ま
る
〜

イ
ベ
ン
ト
企
画
の
極
意
】

活
動
を
充
実
し
て
い
く
た
め

に
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
運
営
方
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

６
月
２５
日
�
午
後

１
時
４５
分
〜
４
時

◇
定
員

３０
人
（
抽
選
）

◇
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ら

か
た
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

副
理
事
長
・
渡
邊
宏
二
さ
ん

◇
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
氏
名
、
団
体
名
、
電
話

番
号
、
実
施
し
た
い
イ
ベ
ン
ト

名
を
書
い
て
、６
月
２０
日
�（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
（
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

【
つ
な
が
る
で
き
る
楽
し
く

な
る
！
運
営
力
が
上
が
る
講
座
】

持
続
可
能
な
活
動
を
展
開
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
運
営
力

を
高
め
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
・
内
容

▽
７
月
９

日
�
�
組
織
が
元
気
に
な
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
仕
方

▽
１６

日
�
�
資
金
調
達
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

▽
３０
日
�
�
伝
わ
る
広
報
戦
略

☆
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
３０
分

◇
対
象

市
内
で
活
動
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体

◇
定
員

各
２０
人
（
抽
選
・

全
日
程
参
加
で
き
る
方
を
優
先
）

◇
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
希
望
日
、
団
体
名
・
所

在
地
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書

い
て
、
７
月
１
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
（
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

◇

◇

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

２２
階
会
議
室
（
７
月
１６
日
は
市

役
所
本
庁
舎
１８
階
研
修
室
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒

５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
ま
ち
づ
く

り
支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
３
５
０
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
２
、
Ｅ
メ
ー
ルm

a
c

h
id
u
k
u
ri@
city
.h
ig
a

s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

性
別
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
生

き
生
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
、
個
性
と
能
力
を

充
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
男

女
共
同
参
画
社
会
と
い
い
ま
す
。

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
て
「
男
女
共

同
参
画
推
進
条
例
」
を
平
成
１６

年
に
制
定
し
、「
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
を

進
め
る
た
め
に
拠
点
施
設
「
イ

コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
）」の
設
置
を
は
じ
め
、

講
演
会
や
講
座
の
開
催
、
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）
な
ど

の
悩
み
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

６
月
２３
日
か
ら
２９
日
ま
で
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
性
別
に
よ
っ
て
役
割

を
決
め
つ
け
た
考
え
方
や
慣
習

に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
か
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

▽
男
女
共
同

参
画
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
３
０
０
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
３

▽
イ
コ
ー
ラ
ム

０
７
２
（
９
６
０
）
９
２
０
１
、

�
０
７
２（
９
６
０
）９
２
０
７

女
性
の
た
め
の

法
律
・
労
働
相
談

◇
と
き
・
定
員

▽
法
律
�

７
月
６
日
�
、
８
月
３
日
�
、

１７
日
�
、
９
月
７
日
�
午
後
１

時
〜
４
時
・
各
６
人
（
１
人
３０

分
）

▽
労
働
�
７
月
９
日
�
、

８
月
１３
日
�
、
９
月
１０
日
�
午

後
１
時
３０
分
〜
４
時
２０
分
・
各

３
人
（
１
人
５０
分
・
電
話
相
談

可
）※

い
ず
れ
も
申
込
先
着
順
。

◇
対
象

市
内
在
住
、在
勤
、

在
学
（
い
ず
れ
か
）
の
女
性

◇
申
込
方
法

火
〜
日
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
に
電
話

で
（
法
律
相
談
は
相
談
日
の
２

週
間
前
か
ら
受
付
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
幼

児
の
保
育
あ
り
（
１
週
間
前
ま

で
に
要
申
込
）。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
み
・
問
合

せ
先

イ
コ
ー
ラ
ム

０
７
２

（
９
６
０
）９
２
０
５
、�
０
７
２

（
９
６
０
）
９
２
０
８

【女性と仕事を考える～わたしのワークキャリア
＆ライフキャリア】
女性の働き方、生き方、暮らし方を見つめ直し、

キャリアについて考えます。 とき ７月２日�、
９日�、１６日�、３１日� ☆いずれも午前１０時～正

午で計４日間 講師 キャリアコンサルタント・萩

原紫津子さん 申込期限 ６月２１日�
【一歩セミナー～女性のための心理学レッスン】
家族や社会の枠組みの中で身につけたものを知り、

自分らしい生き方を考えます。 とき・内容 �７
月６日�	「家族の中の“自分”～家族や社会から
求められてきたもの」日本フェミニストカウンセリ

ング協会代表理事・川喜田好恵さん �２０日�	「自
分を知る手がかり～自分の納得できる人生をめざし

て」ＮＰＯ法人心のサポート・ステーション代表理

事・宮本由起代さん ☆いずれも午前１０時～正午で

計２日間 申込期限 ６月２９日�
◇ ◇

対象 市内在住、在勤、在学（いずれか）の女性

定員 各２０人（申込先着順） ※１歳６か月～就学前

幼児の保育あり（１人２００円・定員各１０人）。 申込方
法 往復ハガキに講座名、受講動機、住所、氏名、

電話・ファクス番号、保育の有無（必要な場合は子

どもの氏名、生年月日）を書いて、各申込期限（必

着）までに郵送（電話またはファクス、Ｅメールも可）

■ところ・申込み・問合せ先 〒５７８・０９４１岩田町

４―３―２２―６００ イコーラム ０７２（９６０）９２０１、�０７２
（９６０）９２０７、Ｅメール ikoramu@nifty.com

６
月
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

完
全
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
の
設
置
率
は
、
推
計
調
査
で

約
５７
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
世
帯
の
半
数
以
上
が
す
で
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
熱

や
煙
を
感
知
す
る
と
警
報
を
鳴

ら
し
て
火
災
が
起
き
た
こ
と
を

知
ら
せ
ま
す
。
本
市
で
は
、
寝

室
や
階
段
上
部
に
煙
を
感
知
す

る
『
け
む
り
式
』
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
が
必
要
で
す
。

国
内
で
平
成
１９
年
か
ら
２１
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
失
火
が
原

因
」
の
住
宅
火
災
４
万
４
０
８

５
件
の
う
ち
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
て
い
た
住
宅
は

設
置
し
て
い
な
い
住
宅
に
比
べ
、

死
者
数
や
焼
損
面
積
、
損
害
額

の
被
害
が
半
減
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
お

近
く
の
電
気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
、
自
分

で
取
り
付
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
な
お
、
賃
貸
住
宅
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
賃
貸
契
約

の
内
容
な
ど
を
確
認
し
、
所
有

者
と
入
居
者
と
の
間
で
協
議
の

う
え
、
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

義
務
化
に
便
乗
し
た
悪
質
な
訪

問
販
売
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

消
防
局
職
員
が
訪
問
販
売
し
た

り
、
販
売
を
業
者
に
委
託
し
た

り
す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
設
置
し
て
い
な

く
て
も
法
律
な
ど
で
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
不
用
意

に
サ
イ
ン
や
押
印
は
せ
ず
、
断

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

予
防
広
報
課

０
７
２（
９
６
６
）９
６
６
２
、

�
０
７
２（
９
６
６
）９
６
６
９

講
座

差別のない
社会をめざして

７月は「人権尊重のまちづくり強化月間」

もう付けましたか

住宅用火災警報 器

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
を

楽
し
く
続
け
る
コ
ツ
が
わ
か
る
�

講演

性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別ににににににににににににににににににににににととととととととととととととととととととととららららららららららららららららららららららわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれなななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききき方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方をををををををををををををををををををををを
６月２３日～２９日は「男女共同参画週間」です

日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
会
長

森
元
首
相
が
激
励

新しい私を発見
イコーラムの講座

（８）

救急安心センターおおさか～救急医療相談・医療機関案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９

平成２３年６月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



東大阪市歯科健康診査東東大大阪阪市市歯歯科科健健康康診診査査

ご存じですか？歯周病とからだの病気の深い関係

歯周病菌は歯肉から血液を通じ

て全身をめぐり、動脈硬化を起こ

し、脳硬塞や心筋梗塞を引き起こ

す原因のひとつとなっていると言

われています。

成人歯科健診

１．対象

東大阪市在住で、満４０・４５・５０・５５

・６０・６５・７０歳の節目の年齢に該当

する方

２．健診内容

問診・口腔内診査・歯科保健指導

３．健診費用

無料

（満４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳
の方で、誕生日から翌年の誕生日の
前日までの期間 年１回）
※健診の結果、治療が必要な場合は

費用がかかります。

４．実施場所

市内の取り扱い歯科医療機関（次ペ

ージ参照）

５．受診方法

市内の取り扱い歯科医療機関へ直接

お申込みください。受付に「市の成

人歯科健診を受けたい」とお伝えく

ださい。

壮年期以降に歯を失う原因となる歯周疾患は、４０歳代を境に急増しています。

市では、４０歳・４５歳・５０歳・５５歳・６０歳・６５歳・７０歳の節目の年齢に該当する

方を対象に成人歯科健診を実施しています。ぜひ、受診してください。

かかりつけ歯科医をもちましょう
気軽に相談にのってくれたり、指導して

くれたりするかかりつけ歯科医をもちまし

ょう。

かかりつけ歯科医とは、痛いときだけに

行く歯科医療機関のことではありません。

かかりつけ歯科医の特徴は、次のとおり

です。

かかりつけ歯科医の特徴

●長期にわたる歯科診療により、患者の治療履歴がわかります。
●定期的な歯科健康診査により、むし歯や歯周病のチェックで８０２０
運動を応援しています。

●専門医や病院などと連携しています。
●寝たきりで通院できない方の相談や往診にも対応します。

健康で長生きはみんなのねがい
長寿の秘けつは、よく食べ、よく話し、よく笑うこ

とです。そのためには、いつも歯と口の健康に気をつ

けることが大切です。
ハチマルニイマル

市では、８０２０運動を推進しています。

８０２０運動とは、国や地方自治体、歯科医師会が中心

となって進めている「８０歳になっても自分の歯を２０本

以上保つことを目標に、歯や口の健康管理に気をつけ

よう」という運動です。

むし歯予防と歯周病予防を行い、８０歳になっても２０

本の歯が残るように口の中の健康を保ちましょう。

【問合せ先】 東大阪市保健所健康づくり課 電話０７２（９６０）３８０２ �０７２（９６０）３８０９

受 診 方 法 の ご あ ん な い

４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の節目には
成 人 歯 科 健 診 を 受 け ま し ょ う

平成２３年度
保 存 版



※医療機関では、その後変更が生じる場合がありますので、
受診の際は再度ご確認ください。

（平成２３年６月１日現在）

電話番号
０７２（９８１）６４７４
０７２（９８１）２６３２
０７２（９６５）８２４１
０７２（９６２）２６８０
０６（６７３０）１０１１
０７２（９６８）１８００
０７２（９６１）０１２０
０７２（９６１）２２４３
０７２（９６４）８０２８
０７２（９６３）０８８８
０７２（９６４）０３３１
０７２（９６５）４５４１
０６（６７２３）８２４１
０７２（９６１）６４８０
０７２（９６６）６４７１
０７２（８７２）１１６５
０７２（９８７）６４８０
０７２（９８２）６４７１
０７２（９８１）３３３４
０７２（９８７）５２０２
０７２（９８６）８８７０
０７２（９８８）３３７０
０７２（９８８）４６５８
０６（６７４６）８２４１
０６（６７４５）０１１８
０６（６７４４）２３４８
０６（６７４４）１２７８
０６（６７４５）０９８３
０６（６７４５）０７６３
０７２（９８１）８１０８
０７２（９６０）５５１１
０７２（９８４）８８６１
０７２（９８５）３９８１
０７２（９８２）０９０６
０７２（９８７）２３３４
０７２（９８７）８１９９
０７２（９８２）８００５
０６（６７４４）４１１４
０７２（９８１）５４３６
０７２（９８１）５５７１
０７２（９８７）１２００
０７２（９８７）１１２７
０７２（９６８）０００３
０７２（９６２）８１０９
０７２（９６２）８０４９
０７２（９８６）６４８０
０７２（９８１）２５６７
０７２（９８７）３０７８
０７２（９８１）９７５３
０７２（９６５）７９３３
０７２（９６１）２０３４
０７２（９８２）７１１１
０７２（９８２）４１８２
０７２（９８６）１１８８
０７２（９８６）１２２０

所在地
旭町３―１
旭町３―４
稲葉３―１２―２７２階
今米１―２―１
岩田町３―２―２７
岩田町４―３―１０
岩田町４―９―３
岩田町４―１５―２０
岩田町４―１６―１３
瓜生堂１―３―６
瓜生堂１―５―７
瓜生堂１―９―３８
瓜生堂２―７―１５
加納１―５―１３
加納３―５―１０
加納７―２５―７―２６
上石切町１―１２―２９
神田町３―１２
神田町３―２６
神田町１５―１８２階
日下町３―１―５―１０２
日下町４―４―８
日下町６―１―８
鴻池町１―１―７２イオン鴻池店１階
鴻池町２―１―２
鴻池町２―４―３
鴻池本町２―２６
鴻池元町２―２
鴻池元町９―１５
四条町１―１４
島之内２―３―２０エスクドーム１階
昭和町２―６
昭和町４―８
昭和町２２―２
新池島町２―７―２９
新池島町２―２１―１
新池島町４―２―４０―１０２
新庄２―８―１３
末広町２―６
末広町８―８
善根寺町２―２―３
鷹殿町１―３３
玉串町東２―１―５
玉串元町１―１―１０
玉串元町２―２―２６
豊浦町１４―１
豊浦町１５―１９
中石切町３―１―９
中石切町４―１―８
中新開１―２―１９
中野２―９―１４
南荘町１―１７
西石切町１―５―３７
西石切町１―１１―３０
西石切町１―１１―３０

医療機関名
尾 崎 歯 科 医 院
山 下 歯 科
明 石 歯 科 医 院
植 村 歯 科 医 院
秋 山 歯 科 医 院
たつみ歯科クリニック
中 原 歯 科 医 院
木 村 歯 科 医 院
乾 歯 科 医 院
金子若江岩田歯科
松 田 歯 科 医 院
ヒ ロ タ 歯 科 医 院
デンタルワイズ山形歯科医院
ク モ ン 歯 科 医 院
堤 歯 科 小 児 歯 科
小 谷 歯 科 医 院
歯科・松村クリニック
（医）翔聖会 翔聖クリニック
元 島 歯 科 医 院
植 田 歯 科 医 院
し が 歯 科 医 院
川 上 歯 科 医 院
藤 島 歯 科
す こ や か 歯 科
平 田 歯 科 医 院
山 形 歯 科 医 院
福 住 歯 科 医 院
西 田 歯 科 医 院
大 枝 歯 科 医 院
山 林 歯 科 医 院
橋本歯科クリニック
井 上 歯 科 医 院
貴 島 歯 科
石 堂 歯 科 医 院
金子新池島歯科医院
近 江 歯 科 医 院
かわすみ歯科医院
安 部 歯 科 医 院
く ま ざ き 歯 科
和 田 歯 科 医 院
後 藤 歯 科 医 院
小 川 歯 科 医 院
まえだ歯科クリニック
服 部 歯 科 医 院
大 谷 歯 科
杉 岡 歯 科
松 村 歯 科 医 院
小 寺 歯 科 医 院
橋 本 歯 科 医 院
東野歯科クリニック
西 村 歯 科 医 院
西村歯科口腔外科クリニック
い の う え 歯 科
ハ ー ト 小 児 歯 科
やまだ矯正歯科クリニック

電話番号
０７２（９８７）０８０８
０６（６７４６）６６６２
０６（６７４６）１９４８
０７２（９６５）２３５６
０７２（９６５）８０４９
０７２（９６２）５４３７
０７２（９６１）００２０
０７２（９６６）４４６９
０７２（９６３）００４１
０７２（９６６）１１２８
０７２（９６２）７０７６
０７２（９６６）２３７３
０７２（９８０）４０００
０７２（９８２）２２３１
０７２（９６３）３４２２
０７２（９８４）２３５０
０７２（９８１）３５２１
０７２（９８７）２４１８
０７２（９６２）５７１４
０７２（９６７）１６６６
０７２（９８１）４７２８
０７２（９８１）１５９９
０７２（９８７）８１０３
０７２（９８１）８１１０
０７２（９８２）１２０３
０７２（９８４）３４７２
０７２（９８１）３１３９
０６（６７４４）５５１８
０６（６７４４）１４１７
０７２（９８１）５１３８
０７２（９８１）４９８７
０７２（９８８）４６１８
０７２（９８１）６４９７
０７２（９６６）７７６７
０７２（９６８）４６１８
０７２（９６５）５０６６
０７２（９６１）２５３５
０７２（９６４）５６０５
０７２（９６１）２１７４
０７２（９６６）６４７４
０７２（９６１）０７８０
０７２（９６４）７６３３
０７２（９６５）０８１９
０７２（９６５）１５９４
０７２（９６４）８８７１
０７２（９６０）２６１１
０７２（９６１）０００５
０７２（９６１）２４００
０７２（９８６）４８３２
０６（６７３６）７１８３
０６（６７２４）２０２１
０６（６７２４）３８３８
０６（６７２２）５８４０
０６（４３０７）０６７８

所在地
西石切町３―４―２７
西鴻池町１―２―２６
西鴻池町２―４―２０
花園東町１―２―１５
花園東町２―７―２８
花園東町２―１３―４
花園本町１―１森内ビル
花園本町１―５―１６
花園本町１―５―４７
花園本町１―６―２２
花園本町２―３―４
花園本町２―８―２６
東石切町４―１―４８
東石切町５―５―２０
東鴻池町５―１―５８
東山町４―１２
東山町１５―１１
東山町１８―６
菱江１―２―１４
菱江２―２―３７
瓢�山町１―１９
瓢�山町１―３０
瓢�山町２―７
瓢�山町４―２６
本町７―１２
本町１０―１１
本町１５―２
南鴻池町２―１―２３
南鴻池町２―７―２３
南四条町７―１４
横小路町４―４―８
横小路町４―８―３７
横小路町５―４―８
横枕２―２７
横枕西１―５
吉田１―１―３３
吉田１―４―１１
吉田４―２―２２
吉田５―４―４
吉田５―１０―３０
吉田６―２―４５
吉田７―１―９
吉田下島２５―３７
吉田本町２―５―１０
吉田本町３―４―４４
吉田本町３―５―４
吉田本町３―１４―１９
吉原１―１２―１３
六万寺町３―１１―４５
若江北町３―３―２８―１０１
若江本町１―１―３５
若江本町２―５―１０
若江本町４―４―４
若江本町４―７―３４

医療機関名
岩 本 歯 科 医 院
や ぎ 歯 科 医 院
青 木 歯 科 医 院
タ ナ ダ 歯 科 医 院
ヨシナガ歯科医院
植 田 歯 科 医 院
花 園 歯 科 診 療 所
た け べ 歯 科 医 院
津 田 歯 科 医 院
ヨリタ歯科クリニック
久 保 歯 科 医 院
中 田 歯 科 診 療 所
鈴 木 歯 科 医 院
歯 科 山 崎
今 井 歯 科 医 院
渡 辺 歯 科 医 院
石 橋 歯 科 医 院
土 本 歯 科
山 本 歯 科 医 院
藤 戸 歯 科 医 院
太 田 歯 科 医 院
山 畑 歯 科 医 院
中 谷 歯 科 医 院
松 村 歯 科 医 院
原 田 歯 科
岸 井 歯 科 医 院
菊 池 歯 科 医 院
唐 津 歯 科 医 院
伊 藤 歯 科 医 院
八 木 歯 科 医 院
小 倉 歯 科 医 院
あだち歯科クリニック
増永歯科クリニック
横 田 歯 科 医 院
久保デンタルクリニック
仁 木 歯 科
大 橋 歯 科 医 院
松 前 歯 科 医 院
今 井 歯 科 医 院
冨 田 歯 科 診 療 所
今 井 歯 科 医 院
山 本 歯 科 医 院
さ え き 歯 科 医 院
清 水 歯 科
青 木 歯 科 医 院
の ざ き 歯 科
多 賀 歯 科 医 院
平井歯科クリニック
六万寺おぐら歯科
き ど 歯 科
田 幡 歯 科 医 院
西 村 歯 科 医 院
西 川 歯 科 医 院
藤 原 歯 科 医 院

電話番号
０６（６７３６）０１８４
０６（６２２４）１１１８
０６（６７２１）７２７５
０６（６７２１）０３９７
０６（６７２１）０３８９
０６（６７２０）４８５３
０６（６７８２）５３７７
０６（６７８２）４９１８
０６（６７８３）７０６０
０６（６７２８）６１９８
０６（６７２１）６４９３
０６（６７２０）００７６
０６（６７２９）８０９９
０６（６７４５）７１８０
０６（６７４６）２１８８
０６（６７８１）６４７４
０６（６７８９）８１００
０６（６７４５）９６２３
０６（６７４５）１５９５
０６（６７４４）１１１４
０６（６７４５）９６６２
０６（６７４７）４１８２
０６（６７４５）２１６２
０６（６７４４）８３８５
０６（６７２５）２１２０
０６（６７３０）３５２０
０６（６７２１）８６２０
０６（６７３６）１１１１
０６（６７２４）７０８７
０６（６７２１）８１４８
０６（６７２５）５８８８
０６（６７２１）９０７７
０６（６７２１）００６９
０６（６７２１）３７６０
０６（６７２７）４１８２
０６（６７２４）０８１１
０６（６７２３）４３７７
０６（６７２７）５１４０
０６（６７２８）８８００
０６（６７２７）８５４４
０６（６７２０）４１８２
０６（６７２２）８８４８
０６（６７２０）５１５１
０６（６２２４）５５１８
０６（６７２１）３７２１
０６（６７２８）１６１５
０６（６７２１）４６６１
０６（６７３２）０６１５
０６（６７２４）３５５５
０６（６７２２）８６０１
０６（６７２６）４６１８
０６（６７２８）４１８２
０６（６７２０）０５５８
０６（６７４８）１５５１
０６（６７４５）７５２７

所在地
足代１―１２―２９
足代１―１４―３
足代２―２―１５
足代２―６―８
足代２―７―２０
足代３―４―４
足代北２―１５―２
足代新町１６―８
足代新町２４―２１
足代南１―３―２３
足代南２―３―１５
荒川２―２４―８
荒川３―１１―８
荒本北１―３―６―１０６
荒本北２―２―１１
荒本新町４―１３
荒本西４―３―３０
稲田上町１―１６―１１
稲田新町１―１６―１２
稲田新町２―２―２９
稲田新町２―２９―１６
稲田本町３―１―１０
稲田本町３―５―１７
稲田本町３―１５―９IKコート１階
永和１―３―２
永和１―７―２３
永和１―２３―３
永和１―２５―６
永和１―２６―２０
永和１―２６―２２
永和２―２―３１中辻ビル２階
永和２―２４―１７
永和３―１３―１８
近江堂１―６―３３
近江堂２―１０―１３
近江堂２―１０―４９
近江堂３―１４―１０
大�北１―２―１３
大�北２―６―９
大�北３―７―２３
大�東２―１９―２７
大�東３―１４―１
大�東３―１６―６
大�南１―２１―２５
金岡１―２０―２４
金岡２―２―８
金岡２―１６―１５
上小阪３―１―３
上小阪３―４―７
上小阪３―１４―２２
衣摺１―１０―１５
衣摺２―１１―１９
衣摺４―２３―１９
楠根２―１１―１２
楠根２―１２―１２

医療機関名
森 田 歯 科 医 院
寺澤デンタルクリニック
大 島 歯 科 医 院
肥 田 歯 科 医 院
藤 田 歯 科 医 院
奥 谷 歯 科 医 院
小 橋 歯 科 医 院
伊 藤 歯 科 医 院
下 池 歯 科 医 院
安 井 歯 科 医 院
加 藤 歯 科 医 院
大 山 歯 科 医 院
徳 山 歯 科 医 院
橋 田 歯 科 医 院
北 埜 歯 科 医 院
お か も と 歯 科
平 井 歯 科 医 院
カ ワ イ 歯 科 医 院
寺 野 歯 科 医 院
キムデンタルクリニック
さ と う 歯 科
く ぼ た 歯 科 医 院
林 歯 科 医 院
や の 歯 科 医 院
渡 辺 歯 科 医 院
今 井 歯 科 医 院
池 田 歯 科 医 院
藤 原 歯 科 医 院
石 堂 歯 科 医 院
高 田 歯 科 医 院
中 辻 歯 科
内 田 歯 科 医 院
太 田 歯 科 医 院
木 田 歯 科 医 院
野入歯科クリニック
岩見歯科クリニック
坂 下 歯 科 医 院
紙 谷 歯 科 医 院
山 之 内 歯 科 医 院
福 田 歯 科
せうら歯科クリニック
や の 歯 科 医 院
堤 歯 科
福 井 歯 科 医 院
増 田 歯 科 医 院
木 下 歯 科 医 院
布 施 歯 科 医 院
森 本 歯 科 医 院
は や し 歯 科 医 院
杉 原 歯 科 医 院
おくだ歯科クリニック
飯 田 歯 科 医 院
栗 山 歯 科 医 院
三井歯科矯正歯科
奥 田 歯 科 医 院

電話番号
０６（６７２８）７５９８
０６（６７２４）７７７０
０６（６７２８）４９５４
０６（６７８１）０１７１
０６（６７８７）４６１８
０６（６７８７）８８００
０６（６７８９）８１１８
０６（６７８８）０２８２
０６（６７８９）５６８０
０６（６７８８）０６６６
０６（６７２４）４４０６
０６（６７２１）１９２１
０６（６７２１）０５６５
０６（６７２１）１８４３
０６（６７２１）１７６５
０６（６７２５）５８００
０６（６７３６）３２２８
０６（６７２９）０１２２
０６（６７３６）１０８８
０６（６７２７）１７１７
０６（６７２１）６４８０
０６（６７２３）８３４１
０６（６７３６）１２８５
０６（６７２４）５８２８
０６（６７２１）２１４４
０６（６７２１）５２７４
０６（６７２４）１１９０
０６（６７２５）１８２５
０６（６７８８）７８４６
０６（６７３６）４１８２
０６（６７８８）３９６８
０６（６７８７）１３５５
０６（６７８１）２８６４
０６（６７８１）５６５８
０６（６７８４）８０４９
０６（６７８８）３８０９
０６（６７８１）６０７０
０６（６７８１）０４７５
０６（６７８８）４１９４
０６（６７８１）８２４１
０６（６７８８）０５８７
０６（６７８３）３３１２
０６（６７８４）８８１１
０６（６７８２）０６００
０６（６７８１）２８８０
０６（６７８３）６４８８
０６（６７８３）０１６７
０６（６７４４）１３００
０６（６７２４）６４８０
０６（６７２５）８０４１
０６（６７２２）３３２８
０６（６７２５）１５０６
０６（６７２４）４５９０
０６（６７２４）７１３８
０６（６７２１）９２０８

所在地
源氏ヶ丘１―２７
源氏ヶ丘６―６
源氏ヶ丘１４―９
小阪１―２―１４
小阪１―５―１１
小阪１―９―１
小阪２―１５―１
小阪２―１９―８
小阪３―２―２９
小阪３―４―５１
小阪本町１―２―８―４００
小阪本町１―４―２
小阪本町１―５―２４
小阪本町１―８―３
小阪本町１―９―２４
小阪本町１―１１―１４
寿町２―２―２
寿町３―１８―３
寿町３―２５―２
小若江１―１―１１
小若江２―１２―１
小若江４―１１―２６
渋川町２―４―２５
下小阪１―５―７
下小阪１―２３―５
下小阪３―４―１８
下小阪５―１―１９
下小阪５―６―５
新家中町２―１０
太平寺１―１―１７
高井田１０―７
高井田２８―１５
高井田本通７―２―２６
高井田本通７―４―１４
高井田本通７―７―１９
高井田元町１―２―４
高井田元町１―３―１
高井田元町１―７―３２
高井田元町２―６―１９
高井田元町２―１０―１４
高井田元町２―１５―１５
長栄寺２１―３
長堂１―８―３７
長堂２―１―１
長堂２―３―１４
長堂２―９―１５
長堂２―１７―１３ソレイユ長堂
徳庵本町１―１２
友井１―４―１２
友井２―３―２
友井２―１３―１９
友井２―２３―１
友井３―２―４１
中小阪１―２―１
中小阪２―１０―２４

医療機関名
岩 堀 歯 科 医 院
甲 斐 歯 科
光 歯 科 医 院
木 田 歯 科 医 院
片 岡 歯 科
小 西 歯 科
塚 本 歯 科 医 院
平 賀 歯 科 医 院
菰 池 歯 科 診 療 所
水 野 歯 科
小阪奥田歯科医院
大 家 歯 科 医 院
川 本 歯 科 医 院
本 多 歯 科 医 院
小 笹 歯 科 医 院
広 田 歯 科
山 田 歯 科 医 院
肥 田 歯 科 医 院
木 全 歯 科 医 院
石 上 歯 科 医 院
い わ た 歯 科 医 院
うえおか歯科医院
宮 本 歯 科 医 院
西 田 歯 科 医 院
小 泉 歯 科 医 院
小 山 内 歯 科 医 院
小 林 歯 科
松 井 歯 科 医 院
森 田 歯 科 医 院
つ じ も と 歯 科
岡 本 歯 科 医 院
飯田歯科クリニック
デンタルクリニック岡本歯科医院
中 澤 歯 科 医 院
大 住 歯 科 医 院
河 野 歯 科 医 院
堀 之 内 歯 科 医 院
栢 原 歯 科 医 院
菅 歯 科 医 院
鈴 木 歯 科 医 院
平 井 歯 科 医 院
塚 本 歯 科 医 院
百 間 谷 歯 科
松 村 歯 科 医 院
大 間 知 歯 科 医 院
窪 田 歯 科
菱 田 歯 科 医 院
阪 本 歯 科
奥 歯 科 医 院
藤 野 歯 科 医 院
龍 田 歯 科 医 院
吉 村 歯 科 医 院
石 垣 歯 科 医 院
伊 藤 歯 科 医 院
壺 内 歯 科 診 療 所

電話番号
０６（６７２４）８８１１
０６（６７２１）０１１８
０６（６７３６）３７９１
０６（６７８７）６４０４
０６（６７８７）８３８８
０６（６７８８）４５０８
０６（６７８７）３４５５
０６（６７２１）２０９６
０６（６７２１）９７０３
０６（６７２３）４１８２
０６（６７２５）４１８８
０６（６７３０）０００２
０６（６７８８）０７８０
０６（６７８１）０５１２
０７２（９６１）３７９３
０７２（９６４）７５５２
０６（６７２６）６０７４
０６（６７２４）１８８１
０６（６７２５）１８３８
０６（６７８１）００１０
０６（６７８２）２０１７
０６（６７８４）５５８１
０６（６７８４）６４８０
０６（６７８８）２３３０
０６（６７８２）４１８２
０６（６７８２）４８６６
０６（６７２４）２２００
０６（６７８９）３２５１
０６（６７８１）２７５１
０６（６７８１）２９６４
０６（６７８１）４１８１
０６（６７２５）５１００
０６（６７２２）４０４５
０６（６７３０）３４５６
０６（６７２０）２８７４
０６（６７３０）３３８６
０６（６７２０）１３４８

所在地
中小阪５―７―３０
中小阪５―１１―１３
長瀬町３―１―４８
長田中１―４―１７―２１０
長田中１―５―２２
西堤本通西１―１―２７
西堤本通東１―１―１
菱屋西１―１―５
菱屋西１―１８―６パルティール１階
菱屋西１―１８―１５
菱屋西３―１―５
菱屋西３―１―１３
菱屋西５―４―３
菱屋西５―１２―１３
菱屋東２―１―２６
菱屋東２―４―２１
宝持１―９―１６ファミールSK１階
宝持３―４―２
宝持３―８―１０
御厨栄町１―３―１３
御厨栄町３―４―１０
御厨中１―１８―３８
御厨東２―５―１８
御厨東２―１０―２１
御厨南２―２―９
御厨南３―２―３１
南上小阪１０―１８
森河内西１―２６―２６
森河内西２―３１―１６
森河内西２―３３―１４
森河内東１―２９―９
横沼町１―１３―１６
横沼町２―４―７
横沼町３―１２―１５
吉松１―１１―１１
吉松２―３―２０
吉松２―１０―７

医療機関名
杉 岡 歯 科 医 院
松 村 歯 科 医 院
長 瀬 診 療 所
生 内 歯 科 診 療 所
中 塚 歯 科 医 院
ヒラヌマ歯科医院
鈴 木 歯 科
中 村 歯 科 医 院
菱 田 歯 科 医 院
今 西 歯 科 医 院
加 藤 歯 科 医 院
山 本 歯 科 医 院
杉 山 歯 科 医 院
富 岡 歯 科 医 院
奥 田 歯 科 診 療 所
中 村 歯 科
すぎはら歯科クリニック
南 郷 谷 歯 科 医 院
川 本 歯 科 医 院
岡 歯 科
水 野 歯 科 医 院
城 使 歯 科 医 院
う し く ぼ 歯 科
三 田 歯 科 医 院
前 田 歯 科
太 地 歯 科 医 院
藤 井 歯 科 医 院
上 田 歯 科 医 院
野 村 歯 科
段 野 歯 科 診 療 所
りょうき歯科クリニック
清 水 歯 科 医 院
福 本 歯 科 医 院
東 野 歯 科 医 院
寺 坂 歯 科 医 院
高 須 歯 科 医 院
畑 間 歯 科 医 院

（町名５０音順）成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人 歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯 科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科 健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健 康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診 査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査 実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実 施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機 関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧覧 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西 歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯 科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医 師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東 歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯 科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科 医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医 師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳
は節目です。
成人歯科健診を受けましょう。
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国民年金は、日本に住んでいる２０歳以上６０歳未満のすべての方が加入し、２５年以
上保険料を納付または免除されていると、将来、基礎年金を受け取ることができます。
自営業や学生、無職の方など（国民年金１号被保険者）は、平成２３年度国民年金保
険料の納付書が日本年金機構から送付されます。納期限までに納めましょう。
平成２３年度の国民年金保険料は１万５，０２０円（月額）ですが、経済的な理由などで保
険料を納めることが困難な方には、保険料免除制度があります。この制度を利用す
る方は、毎年申請が必要です。７月１日�から受け付けますので申請してください。
免除された期間は、老齢基礎年金や万一のときの障害基礎年金などの受給資格期間
に含まれます。保険料を納めることが困難な方は、必ず相談してください。

経済的な理由などで保険料を納めることが困難な方には、保険料免除・一部納付（免除）制度があります。

免除された場合の将来の老齢基礎年金の計算

免除（全額免除期間や一部納付期間）された場
合の将来の老齢基礎年金の計算は、保険料を全額
納付した場合と比較して右のとおりです。

毎年、免除の継続を希望する方
所得が恒常的に一定基準を下回る方は、「継続」を希望する

申請により、毎年、免除の申請をする必要はありません。

失業により免除申請を希望する方
前年の所得が免除申請の所得制限を超えている方で、失業

や廃業により免除申請を希望する場合は、次の添付書類が必
要です。

�離職票 �雇用保険受給資格者証 �退職証明書＋
市民税の納税通知書 �離職者支援資金貸付決定通知
書 �個人事業廃業届出書（税務署受付印要） �破産
宣告決定書（裁判所発行）

なお、他市からの転入者は対象年度の所得証明が必要です。

� 免除の対象
１．所得（収入）が一定基準を下回る方

２．障害者または寡婦で、前年の所得が１２５万円以下の方
３．生活保護法による生活扶助以外の扶助を受けている方
４．特例的な事由による場合
�震災や風水害、火災などで損失を受けた場合
�失業により納付が困難な方
�事業の休止や廃止により離職者支援貸付制度の貸付金を交付された方

大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校、各
種学校に在学する学生などで所得が少ない場合は、学生納付特例制
度があります。
●本人の所得のみで所得要件を審査（所得基準は半額免除と同じ）
●障害・遺族基礎年金を受け取ることができる

●猶予された期間は資格期間に算入しますが、追納しなければ年
金額に反映されません

所得の低い若者には、若年者（３０歳未満）納付猶予制度がありま
す。
●本人と配偶者の所得のみで所得要件を審査（所得基準は全額免
除と同じ）

●障害・遺族基礎年金を受け取ることができる
●猶予された期間は資格期間に算入しますが、追納しなければ年
金額に反映されません

免除や納付猶予、学生納付特例期間分の保険料は、１０年以
内であれば追納する（さかのぼって納める）ことができます。
追納すると、当時納めていたことと同じ扱いになり、老後の
年金を満額に近づけることができます。
ただし、承認を受けた年度から起算して３年度目以降に追
納する場合は、免除された保険料額に経過期間に応じた加算
額が上乗せされます。

東大阪市国民年金課
電話０６（４３０９）３１６５ �０６（４３０９）３８０５

認められない

ゼロ

ない

認められる

算入できる

ある

こんなに違う�
免除と未納

老後の年金を受けるた
めの資格期間として

老後の年金額は

もしものときの障害年
金や遺族年金の保障は

平成２３年度の１か月の保険料

０円

３，７６０円

７，５１０円

１１，２７０円

全額免除

４分の１納付

半額免除

４分の３納付

４分の３納付

２９７万円

１９６万円

１５８万円

半額免除

２５７万円

１５６万円

１１８万円

４分の１納付

２１７万円

１１６万円

７８万円

全額免除

１６２万円

９２万円

５７万円

世帯構成

４人世帯
（夫婦・子ども２人）

２人世帯（夫婦のみ）

単身世帯

所
得
基
準
の
目
安

全額免除 ⇒２分の１
４分の１納付⇒８分の５
半額免除 ⇒４分の３
４分の３納付⇒８分の７

免除の承認を受けた年度の保険料を平成２３年度中に追納する場合の額
４分の１免除
──
──
──
──
──
３，６１０円
３，６１０円
３，６４０円
３，６６０円
３，７７０円

※平成２０年度分以前の保険料に加算額が上乗せされます。

半額免除
──
７，３８０円
７，２７０円
７，１７０円
７，１９０円
７，２２０円
７，２３０円
７，２９０円
７，３３０円
７，５５０円

４分の３免除
──
──
──
──
──
１０，８３０円
１０，８４０円
１０，９４０円
１０，９９０円
１１，３２０円

全額免除
１５，３５０円
１４，７６０円
１４，５４０円
１４，３４０円
１４，３８０円
１４，４４０円
１４，４７０円
１４，５８０円
１４，６６０円
１５，１００円

平成１３年度の月分
平成１４年度の月分
平成１５年度の月分
平成１６年度の月分
平成１７年度の月分
平成１８年度の月分
平成１９年度の月分
平成２０年度の月分
平成２１年度の月分
平成２２年度の月分

免除申請はこちらへ 受付は７月１日�から
電話番号

０６（４３０９）３１６５

０７２（９８６）９２８２

０７２（９８８）３１１１

０６（６７４７）１５９０

０７２（９６７）６５３０

０６（６７４５）９１４４

０６（６７８４）２０００

０６（６７３０）５７１８

所 在 地

荒本北１―１―１

日下町３―１―７

南四条町１―７

中鴻池町２―３―１３

岩田町４―３―２２―５００

楠根１―１２―１２

長堂１―８―３７

近江堂３―１２―１５

申 請 先

国民年金課

日下行政サービスセンター

四条行政サービスセンター

中鴻池行政サービスセンター

若江岩田駅前行政サービスセンター

楠根行政サービスセンター

布施駅前行政サービスセンター

近江堂行政サービスセンター

今
払
う
の

は
大
変
だ

け
ど
…

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３学生のために所得が少ない場合は

学 生 納 付 特 例 制 度

未納免除

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１経済的な理由で保険料を納めることが困難な方に

国国民民年年金金保保険険料料のの

問合せ先

保険料免除・一部納付（免除）制度

若年者（３０歳未満）納付猶予制度

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２所得の低い若者のために

平 成
２３年度

「
追
納
」で
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
ま
し
ょ
う


